





































対年代を出してみた結果、第 段階は 世紀末1 11
～ 世紀初頭、第 段階は 世紀前半～ 世紀12 2 12 12
後半、第 段階は 世紀末～ 世紀後半という3 12 13
結果を出してみた。
出土地域である湖南地域と湖東地域の両地
域の瓦器椀を比較してみたが外面のミガキ調
整の有無、見込みの暗文等で違いが筆者編年
第 段階に入ってから比較的見られるようにな3
り、両地域で型式差が見られた。更に湖南地
域の特徴は大和地方の瓦器椀に類似している
ようである。
黒色土器椀と瓦器椀との関係について湖南
地域と蒲生町、日野町を除いた湖東地域の両
者の比率はほとんど黒色土器の比率が上回っ
ているが、逆に蒲生町、日野町では瓦器椀の
比率が上回る例が大半であった。その結果か
ら推測の域を出ず、かなり説得力もないかと
思われるが、蒲生町、日野町では日常食膳具
の中心は他の畿内と同様に瓦器椀であり、そ
の他では従来考えられていたように黒色土器
椀が中心であったのではないかと推測した。
御物石器の性格 ―北陸地方を中心に―
堂田 一晴
御物石器とは縄文後期から晩期にかけて、
飛騨、美濃、北陸にかけて分布する石製品で
ある。これが如何なる用途を持つものである
のか、いまだ定説はないが御物石器の基礎研
究を行なった橋本正氏によれば、それは磨石
をその祖型とする摩擦器型祭器であるという。
しかしこの見解に対し最近、異が唱えられた。
そこで本論文では御物石器が摩擦器型祭器
である可能性について、以下の二つの点から
検討してみる。
１．石器組成から
御物石器が出土した遺跡と出土していない
遺跡の石器組成を比較し、その相違の中から
御物石器の出土する遺跡が持つ傾向を読み取
り、そこに磨石類が関係あるかを検討した。
その検討の結果、御物石器の出土する遺跡の
石器組成には １．狩猟具が多い、２．採集
具のうち打製石斧の占める割合が多い、３．
加工具が多いという傾向が読み取れた （石器。
組成からは御物石器が摩擦器型祭器であるか
どうかの検討は出来なかった ）。
２．石質から
御物石器の発掘によって出土した５遺跡に
ついて、御物石器の石質と、磨石類の石質と
の間に関連性があるかどうかを分析した。そ
の結果、特に加賀北部の遺跡の分析結果によ
ると、石器製作の際の礫選択に共通性はなく、
むしろ、御物石器の石質選択に、磨るという
行為に適した砂岩が使われていなかったこと
から、御物石器が摩擦器型祭器である可能性
はぐっと低くなったと言える。
以上から御物石器が摩擦器型祭器であると
いう可能性について、低いという結論に達し
た。
御経塚遺跡出土の御物石器
